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人件費
内訳

財源内訳

項　　　目
直接事業費
人件費
合計
人工数
人件費単価
補助事業人件費
人件費
国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

事業費及び財源内訳
25年度決算9月末の執行状況25年度予算24年度決算

事業費
6,033
559
0

6,343
569
6,912 3,231

325
2,906 6,142

569
6,711

市内観光施設との連携や観光パンフレットの活用によるＰＲ活動に努め、利用者増につなげる。

来訪者が快適に利用できる施設管理・設備整備を行う。

特産品「栗」の振興と、都市住民との交流、地域住民の憩いとコミュニティーの拠点として管理運営する。

事業の目的

栗の里公園内施設の管理運営及び維持管理

事業の内容

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

改善策の
具体的

取り組み

商工観光課

栗の里公園条例
根拠法令等

【開始年度】 平成 【開始年度】実施期間

米湊 誠二
所管課情報 担当課： 967-1111(143)

所属長： 担当責任者：記入者情報
事業の性格

電話番号（内線）：

法定事務

事業の対象 一般利用者（余暇・観光・自然志向者）

宮田 哲二

評価対象外事業
栗の里公園等管理事業事務事業名

予算科目

総合計画での位置付け
産業の振興〜もりもり元気なしごとづくり〜
観光の振興

公共建設事業一般事務平成25年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

6343
25年度実績9月末の実績25年度予定

事業活動の実績（活動指標）
24年度実績単位項目

管理費執行状況

向こう5年間の直接事業費の推移
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 5年間の実績

6033千円 61422906

30,3906,0786,0786,0786,0786,078
年度

実施スケジュール
項目 24年度以前 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度以降

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-
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成果指標
管理費等執行状況

006,142千円6,033千円

　市内観光施設との連携及び更なるＰＲに努め、利用拡大を図る必要がある。

自己評価
3目的の妥当性

市民ニーズへの対応 3

成果指標

指標設定の
考え方

利用効果については施設利用者数（入込客数等）によるが、管理運営については指定管理者制度によるとこ
ろが大半を占めるため、予算執行状況とした。

目　　標
実　　績

区分年度 24年度 25年度 26年度
06,078千円6,343千円6,072千円

受益者負担の適正 3

妥当性

有効性

効率性

自己評価
（担当責任者）

C

D

C
手段の最適性 3

コスト効率 2

成果向上の可能性 3
施策への貢献度 2

市の関与の妥当性 3
事業の効果 2

課題認識

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 3

C市民ニーズへの対応 3
市の関与の妥当性 3

有効性
事業の効果 2

D成果向上の可能性 3
施策への貢献度 2

効率性
手段の最適性 3

課題認識

本公園を活用したイベントも年間限られているために、今後は「花の森ホテル」や「遊栗館」との連携を密
に、市内外から気軽に訪ねてもらえるような魅力づくりを行い、施設の有効利活用を増やさなければなら
ない。栗の里公園として果たすべき機能を明確化し、利用対象者（ターゲット）を絞ることも検討すべきであ
ろう。

一次評価結果のとおり事業継続と判断する。

意見、課題

コスト効率 2
受益者負担の適正 3

C

二次評価
二次評価

（所属部長）
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行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）

経営者会議の最終判断

事業の方向性

意見、課題

運営状況を注視するとともに、指定管理のあるべき姿を常に検討すること。

下記の点を見直しの上、継続する。


